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業務システム刷新の目的

協会けんぽでは、令和５年１月に「健康保険システム」「レセプトシステム」の刷新を実施します。

 協会けんぽは、加入者および事業主の皆様の利益の実現を図ることを基本使命としています。そのために
は『 基盤的保険者機能 』『 戦略的保険者機能 』を十分に発揮することが必要不可欠です。

 これまでも『 基盤的保険者機能 』の強化を目的として、審査のペーパーレス化、業務の「標準化・効率
化・簡素化」を進めてきましたが、より効率的かつ効果的な業務処理体制およびその体制に最適なシステ
ムを構築することで、『 戦略的保険者機能 』へ軸足を移す組織・環境づくりを目指します。

 今回の業務システム刷新に伴い、申請書様式を当該システムに対応するために変更します。

＜加入者のメリット＞
・ 申請書の記入内容を「より分かりやすく」「より記入しやすく」なるよう見直し
・ システムを活用した効率的な審査事務の実現により、各種申請書の処理時間を短縮

基盤的保険者機能の
事務処理の確立

戦略的保険者機能の
強化
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次期業務システムの概要

次期システムは、システムの全面改修は行わず、既存のシステムに新機能を追加し最大限活用することで、
「審査業務等の自動化による省力化」「さらなる事務処理の効率化」を実現します。

機能 概要

１ 適用徴収・現金給付審査の自動化
申請書（申出書）をOCRスキャンし、パンチ委託を経てシステムに

よる自動審査を行います。

２ 申請書返戻処理の効率化

OCRスキャン時に必須項目の未記入チェック等を行い、不備のある

申請書についてはパンチ委託前に返戻判定します。その際、返戻文

言を自動設定します。また、職員の判断で返戻する場合に、返戻理

由を一覧から選択できるようになり、選択した文章は修正すること

もできます。

３ 事務処理工程管理機能の新設

適用徴収・現金給付の進捗管理の徹底をはかるため、申請（申出）

書の処理状況（確認待、決裁待、照会・保留等）を一覧表示し俯瞰

的に確認できる画面を新設します。

４
レセプト資格点検・外傷点検の
自動化・効率化

資格に関する医療機関照会や負傷原因照会の対象者を自動抽出して

送付するとともに、回答書はOCRスキャンによりシステムに登録し

ます。

５ 債権回収業務の自動化・効率化

同一債務者の返納金レセプト等を自動的にまとめて調定し、納付書

の作成発送を行います。また、催告対象者を自動抽出し催告状の作

成を行う等、債権回収業務の効率化をはかります。

2



今後のスケジュール

R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1

様式関係

周知関係

次期業務システム
サービスイン

旧様式による申請（届出）

周知用リーフレット配布、ＨＰ掲載等による周知の実施

関係団体への周知依頼

新様式による
申請（届出）

旧様式配布 新様式配布
新旧様式
並行配布

3

事業主・加入者向け広報のほか、関係団体へ周知依頼を実施します。

【 主な関係団体 】
・京都府商工会議所連合会 ・京都府商工会連合会 ・京都府中小企業団体中央会
・日本労働組合総連合会京都府連合会 ・京都府医師会 ・日本年金機構
・京都府社会保険協会 ・京都府社会保険労務士会 など



広報リーフレット
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